
あんぜん北陸 第２０５号 ２０１６．１０．２６
北陸地方整備局
技術開発・管理部会
工事安全管理分科会

１．工事事故の発生状況

１）各年の事故件数の推移
H2８年９月までの工事事故件数は５3件と過去5ヵ年で最も少なくなってい

ます。労働災害は１８件、公衆災害は３５件と過去5年で最も少ない発生件数
となっています。

－１－

※使用している数値は速報値であるため、今後変更となる場合があります。

※北陸地方整備局発注の直轄工事を対象としています。

◆平成２８年１月～９月工事事故の状況◆

◆平成２８年１月～９月事故の特徴◆

☆事故件数は、「５３件」（速報値）と過去５ヵ年で最も少ない発生状況。

☆死亡事故はなかった。

☆休業４日以上の事故が、「４件」発生。過去５年で最小。

☆公衆災害は、地上物件損傷・車両損傷事故が増加傾向。

◆現場での安全な施工に向けて◆

⇒気温の低下や天候の急変などに注意し、無事故で工事完成を！
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－2－

３）月別の事故発生件数

Ｈ2８とH2７の月別事故発生件数を比較すると、６月は労働・公衆災害とも
増加しているものの、７月・９月は大きく減少しています。

２）四半期別の事故発生件数

四半期別事故発生件数を比較すると、H28年は4月～6月の事故が過去５年
で最も多く、７月～９月では最も少ない発生状況です。

32 29 33 33

21 17 21 22 18

11 12 12 11 14

34
24

40 36
21

32

35

46

24

98
88

119

93

53

0

50

100

150

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

事
故
件
数
（
件
）

四半期別事故発生状況の推移

10月～12月
7月～9月
4月～6月
1月～3月

H28.9.30現在速報値

66
53

73 69

1 2 1 1
4

2 2 2 1
3

5

1
3 3

6
4 3 4

10

4
9 9

1 2

2

2 1 2

4

13

3
2

4

7

6

4

6

7

11

6

10 10

1
2

6

4

2
3 3

7

18

4
5

7

13

10

7

10

7

0

5

10

15

20

H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

事
故
件
数
（
件
）

月別事故発生状況（H27・H28）

公衆災害

労働災害

H28.9.30現在速報値

増加

減少



－３－

H2８年９月までの労働災害は１８件と最も少なくなっています。休業4日以
上の事故も４件発生し、こちらも最も少なくなっています。また、労働災害に
占める休業4日以上の事故発生率は２２％と少なくなっています。

２．労働災害の発生状況

１）休業4日以上の事故発生状況

４）時間帯別の事故発生件数

Ｈ2８とH2７の時間帯別事故発生件数を比較すると、労働災害は１４時～１
６時台で増加し、公衆災害は１１時～13時台で大きく増加しています。
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－４－

３．公衆災害の原因別発生状況
H28年９月迄の公衆災害の事故発生原因では地上物件の損傷、車両損傷によ

る事故が多く、過去五年で最も多くなっています。

２）労働災害の原因別事故発生件数

H28年９月迄の労働災害の事故発生原因では、墜落、工具取扱いが原因の事
故が増えています。

※自動車等：ダンプトラック、乗用車等による事故 建設機械等：クレーン、バックホウ等による事故 取扱運搬：荷下ろし中などでの事故

工具取扱：ブレーカー、ドリル等の作業工具による事故 その他：倒壊、爆発、電気、その他による事故
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－５－

Ｈ2８とH2７の時間帯・原因別を比較すると、増加している１１～1３時台
は車両損傷事故が増加しています。また、減少している１０時台、１４～１５
時台は架空線、車両損傷事故が減少しています。

２）公衆災害

４．時間帯・原因別の詳細分析

Ｈ2８とH2７の時間帯・原因別を比較すると、増加している１４～16時台
は工具取扱い事故が増加しています。また、減少している１０～１１時台は自
動車等、建設機械等、取扱運搬等の事故が減少しています。

１）労働災害
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－６－

【問い合わせ先】 北陸地方整備局 企画部 技術検査官 金川

TEL 025-370-6702 FAX 025-280-8861

安全管理優良事例集を作成しました
今年度表彰を受けた１６社の取組事例を北陸地方整備局ホームページ
（http://www.hrr.mlit.go.jp/gijyutu/anzenkanri.html） に掲載しました。
安全管理の参考にして下さい。

＜向こう３か月の気温、降水量の各階
級の確率（％）＞

（参考）北陸地域の3ヶ月予報（H28.10.25新潟地方気象台）

＜予想される向こう３か月の天候＞

向こう３か月の出現の可能性が最も大きい天候と、

特徴のある気温、降水量等の確率は以下のとおりです。

１１月 平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

１２月 平年と同様に曇りや雨または雪の日が多いでしょう。

１月 平年と同様に曇りや雪または雨の日が多いでしょう。

４．その他

建設工事事故データベース（SAS）
への登録をお願いします。

地方整備局・都道府県・政令指定都市・機
構等が発注する公共工事で発生した一定規
模以上の事故の事故報告データの集合体で
す。収集されたデータは、建設工事事故対策
検討委員会や発注者において、工事事故防
止に向けた対策の検討・立案に利用していま
す。
・休業4日以上の建設工事事故について、受
注者・発注者は必ずインターネットを利用して
登録（入力）してください。
・「事故発生状況調書」は、技術管理課検査
係で登録し、受注者への事故番号、パス
ワードを主任監督員へ通知します。

分類 事故の定義

労働
災害

工事区域において工事関係作業が起因し
て、工事関係者が死亡あるいは負傷した事
故。

資機材・工事製品輸送作業が起因して工
事関係者が死亡あるいは負傷した事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業4日以上の
負傷をいう。

もら
い事
故

工事区域において当該関係者以外の第三
者が起因して工事関係者が死亡又は負傷し
た事故。
なお、ここでいう負傷とは、休業4日以上の
負傷をいう。

負傷
公衆
災害

工事区域における工事関係作業及び輸送
作業が起因して当該工事関係者以外の第
三者が死傷した事故。
なお、ここでいう第三者の負傷とは休業4
日以上もしくはそれに相当する負傷をいう。

物損
公衆
災害

工事区域における工事関係作業及び輸送
作業が起因して第三者の資産に損害を与え
た事故にあって、第三者の死傷に繋がる可
能性の高かった事故。
※工事区域：工事作業現場内及び隣接区域

・登録対象となる事故


